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	図-2 橋梁損傷状況（①須原北）
	図-3 被災箇所
	(1) 応急復旧方針

	表-1 主な被災状況と応急復旧方針
	①須原北では車道橋梁が土石流の衝突により主桁が25本中上り線側6本、下り線側1本欠損したため、緊急点検を行い、橋梁の本復旧工事が完了するまで片側交互通行とした。②下河原では土石流の衝突により橋側歩道橋が流出したため歩道を通行止めとした。③小野の滝では山側斜面にて崩壊が発生したため、本復旧工事が完了するまで大型土のう設置による土砂ポケットを確保し、片側交互通行として二次災害に備えた。なお、崩壊斜面は鉄道事業者の用地内であったため、協議により鉄道事業者で対策工事を実施する方針とした。⑥木曽平沢は土砂流...
	(2) 災害協定による建設会社との連携
	(3) 関係機関との調整

	被災箇所では道路施設だけではなく、国道と並走している鉄道施設や占用物件の信号機、電柱等も被災しており、復旧作業の妨げとなった。そのため鉄道管理者、占用事業者と情報共有、調整を行い、復旧作業を進めた。
	また、撤去した土砂の運搬先について、被災箇所の自治体と調整を行い、すぐに土砂運搬を開始できるようにした。
	図-4 信号機被災状況（②下河原）
	(4) 応急復旧工事

	３． 本復旧・対策
	(1) 本復旧方針

	本復旧は、被災した道路構造物の機能復旧（原形復旧）とともに、同事象が再発生したとしても道路への直接的な土砂流出を防止する観点から方針設定した。被災箇所全７箇所の主な本復旧方針を表-2に示す。
	表-2 主な本復旧方針
	(2) 土砂流出防止対策

	土砂流出防止対策の検討に際しては、現地踏査（渓流調査、落石調査 等）を実施し、土砂・落石の発生源について把握した。沢からの土砂流出防止柵は、土石流の流体力に耐えうる構造とし、本災害における想定流出土砂量が捕捉可能な範囲・柵高とする方針とした。配置は、土砂流入の影響範囲を包含し、道路用地内かつ支障物件（電柱、架空線、地下埋設物等）に配慮した位置とし、河積断面を阻害しないよう、沢内への支柱設置はしないものとした。
	(3) 橋梁復旧

	橋梁復旧では被災直後におこなった緊急点検結果により損傷していない部分は通行可能なため１車線交通を確保しながら施工を行うこととした。復旧方法は損傷していない桁はそのまま利用、破損した桁は撤去して新設桁に架け替えとした。
	図-6 橋梁復旧断面図
	今回の本復旧で設置する土砂流出防止柵では国道への土砂流出は防止できるが、土砂流出を抑制する抜本的な対策とはなっていない。そこで今回の被災に関係する事業者（道路管理者、鉄道管理者、砂防事業者、治山事業者、自治体）が一堂に会して土砂災害防災事業の情報共有、円滑な事業の実施に向け、木曽地域土砂災害対策連絡会を設立した。令和３年度に３回、令和４年度に１回開催しており、今回の災害復旧の情報共有と円滑な実施のための調整を行うと共に、今後も定例会を行い、連携した土砂災害対策事業、土砂災害発生時における連携した...
	事前雨量規制区間で規制値以上の降雨による交通規制に加え、同時に７箇所で土砂流出が発生したなか、（一社）長野県南部防災対策協議会等の協力により同時並行で復旧目標日時を定めて復旧作業を進めたことが早期の全線開放につながった。
	山間部で狭い空間に道路や鉄道といった交通が集中するエリアでの土砂災害対策として道路管理者は土砂流出防止柵の設置等の対応しか出来ない。再度災害を発生させないためにも、今回設立した木曽地域土砂災害対策連絡会による治山及び砂防事業者、他施設管理者と連携した防災事業を進めていく必要がある。
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